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三
月
町
議
会
報
告 

町
議
会
議
員 

常
山 

知
子 

 

三
月
七
日
～
十
三
日
の
会
期
で
、
皆

野
町
議
会
三
月
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。（
会
期
は
七
日
間
で
し
た
が
、
九
日

ま
で
の
３
日
間
で
す
べ
て
の
審
議
が
終

了
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
） 

一
般
質
問
は
６
名
、（
小
杉
、
林
、
大

塚
、
常
山
、
宮
原
、
内
海
）
の
各
議
員

が
行
い
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
は 

１
８
件
で
し
た
。 

（
主
な
議
案
） 

☆
Ｈ
２
９
年
度
（
２
０
１
７
年
） 

 

・
皆
野
町
一
般
会
計
予
算 

・
皆
野
町
特
別
会
計
予
算
（
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
） 

☆
Ｈ
２
８
年
度
（
２
０
１
６
年
） 

・
皆
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算 

・
皆
野
町
特
別
会
計
補
正
予
算

（
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
） 

 

第
５
次
皆
野
町
総
合
振
興 

基
本
構
想
に
つ
い
て 

 

第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
期
間

満
了
に
伴
い
、
第
５
次
総
合
振
興
計

画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

平成２９年度（2017年） 一般会計予算 

歳入・歳出 ４０億７３３０万円 
（前年比２．９％増） 

〈歳入の特徴〉 

○町 民 税  ４億４８８３万円 

   （個 人） ３億７９８１万円（２４４万円減） 

    （法 人）   ６９０２万円（８０８万円減） 

○固定資産税  ５億０７８５万円（１０７８万円増） 

○地方交付税 １３億７６８０万円（１２９０万円減） 

〈歳出の特徴〉 

○子どもの医療費（拡大）         ３０４０万円 

○子育て世帯定住促進奨励補助金     ２０００万円 

○糖尿病早期発見事業             ４０万円 

〇消防団第１分団第１部詰所リフォーム    ２００万円 

○エキスパート教員〈小学高学年〉      １８２万円 

○文化・芸術体験事業            ２６４万円 

○金沢観光トイレの建設           ７１２万円 

○にぎわい創出事業補助金（皆野横丁）    １８０万円 

○有害鳥獣対策               １６０万円 

○納税推進コールセンター事業委託      １６４万円 

○皆野小学校床改修工事・壁設置工事     ７００万円 

○里山・平地林再生事業           ２１６万円 

〇文化会館空調設備工事、音響設備改修 １億４６９０万円 

 

 

昨
年
、
町
民
・
企
業
・
団
体
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
こ
の
間
町
が

取
り
組
ん
で
き
た
施
策
に
対
す
る
評

価
、
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
見
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え

策
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
審
議
会

委
員
は
公
募
委
員
１
名
を
含
め
て
２
２

名
で
す
。 

 

常
山
議
員
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

交
通
が
不
便
で
あ
る
。
買
い
物
が
不
便

で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
の
充
実
を

要
望
す
る
意
見
が
あ
っ
た
中
で
今
回
の

計
画
は
、
前
回
の
第
４
次
計
画
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
交
通

機
関
の
確
保
・
充
実
で
は
重
要
度
は
高 

 

い
が
満
足
度
は
低
い
結
果
が
で
て
い
る
、

次
の
見
直
し
に
は
十
分
意
見
が
反
映
さ
れ

た
も
の
に
し
て
欲
し
い
」
と
発
言
。 

 

こ
の
計
画
書
は
、
全
家
庭
へ
の
配
布
は

し
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
役
場
へ
。 

  

皆
野
町
太
陽
光
発
電
施
設
の
設

置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

 
今
回
の
議
会
に
「
太
陽
光
発
電
の 

ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
「
町
内
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
し
、

１
０
ｋ
ｗ
以
上
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
設

置
す
る
も
の
が
、
安
全
や
周
辺
環
境
等
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
町
及
び
隣
接
す
る 

住
民
等
に
対
し
て
事
業
計
画
内
容
を
事

前
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
等
」
に
つ
い

て
定
め
て
い
ま
す
。 

 

説
明
の
中
で
、
法
的
な
拘
束
力
は
弱

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
設
置

計
画
ま
た
変
更
等
の
届
け
出
書
の
提
出

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
９
月
議
会
で
太
陽
光
発
電
の

パ
ネ
ル
設
置
場
所
規
制
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。 

 

町
民
の
方
か
ら
「
よ
く
質
問
し
て
く

れ
た
」
と
い
う
電
話
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
の
で
規
制
ま
で

は
行
き
ま
せ
ん
が
、
一
歩
前
進
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

歳出予算の説明 

・子ども医療費 無料化の対象が１５才から１８才に拡大 

・糖尿病測定検査器の購入費の一部助成。薬局に設置 

・エキスパート教員は各小学校５・６年生に配置 

・金沢観光トイレは消防団旧第４分団第1部詰所敷地内 

・有害鳥獣対策は、防御柵など29年度から費用の80％ 

・里山・平地林再生事業は、前原の不整合駐車場付近の整備 



 

 
誰
も
が
安
心
し
て
使
え
る 

交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て 

 
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
ふ
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
車
は
病
院
通
い
や
買
い
物
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
乗
り
物
で
す
。
「
免
許
証

を
返
納
し
た
ら
生
活
が
で
き
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
。
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
て
も
、
安

心
し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る
状
況
を
整
備
す

る
こ
と
は
行
政
の
つ
と
め
で
す
。 

（
質 

問
）
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
。 

（
答 

弁
）
毎
年
４
月
号
公
報
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
に
協
力
を
依
頼
し
周

知
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。 

〈
再
質
問
〉
町
民
の
中
に
は
、
タ
ク
シ
ー
券
の

交
付
条
件
を
知
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。
さ
ら
に

周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
答 

弁
）
回
蘭
板
等
も
使
っ
て
知
ら
せ
て
い

き
ま
す
。 

（
質 

問
）
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
は
、
交
通
弱

者
対
策
と
し
て
充
分
だ
と
考
え
ま
す
が
。 

（
答 

弁
）
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
町
の
実

情
に
あ
っ
た
施
策
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

―
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
の 

見
直
し
に
つ
い
て
― 

（
質 

問
）
皆
野
町
か
ら
秩
父
市
へ
の
通
院
は

５
１
・
９
％
、
長
瀞
町
へ
は
５
・
４
％
で
す
。

秩
父
の
病
院
へ
行
く
の
に
使
え
な
い
の
で
は
、 

タ
ク
シ
ー
券
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
。
町
内
の
み
の
利
用
を
秩
父
地
域
全

体
で
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 

（
答 

弁
）
か
な
り
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
。 

（
質 

問
）
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
を
タ
ク
シ
ー

代
の
半
額
で
な
く
、
全
額
利
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
答 

弁
）
受
益
者
負
担
か
ら
現
状
の
ま
ま
で

行
き
た
い
。 

（
質 

問
）
新
た
な
公
共
交
通
を
検
討
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。 

（
答 
弁
）
町
の
公
共
交
通
の
基
本
体
系
は
ベ

タ
ー
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
公
共
交

通
の
導
入
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

現
状
の
交
通
体
系
で
い
き
ま
す
。 

 大
規
模
太
陽
光
発
電
〈
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
〉

に
対
す
る
条
例
制
定 

に
よ
る
規
制
を 

（
質 

問
）
平
成
２
９
年
〈
２
０
１
７
年
〉
４

月
１
日
皆
野
町
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

罰
則
規
定
の
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
責
任
を
問
う
条
例
制
定
を
行
な

い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
行
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
条
例
制
定
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。 

常
山 

知
子 

 

私
の
子
ど
も
二
人
は
、
途
中
学
区
域
変
更

で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
小
学
校
に
通
っ
た
。 

 

娘
は
児
童
館
に
併
設
さ
れ
て
い
た
学
童

ク
ラ
ブ
に
。
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
学
童

の
先
生
が
大
好
き
で
元
気
に
通
っ
た
。
息
子

の
方
は
、
学
校
の
片
隅
の
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
校
庭
で
の
び
の
び
と
遊

び
学
童
が
大
好
き
だ
っ
た
。
お
か
げ
で
私
は

安
心
し
て
仕
事
が
で
き
た
。 

 

Ｈ
２
８
年
、
皆
野
町
は
働
く
女
性
へ
の
支

援
で
学
童
保
育
の
無
料
化
を
始
め
た
。
し
か

し
、
今
回
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ

り
、
４
月
に
６
年
生
に
な
る
子
ど
も
達
が
一

律
に
入
所
で
き
な
い
事
態
が
起
こ
っ
た
。 

 
 

 

入
所
不
可
の
通
知
を
も
ら
っ
た
の
は
２
月

末
。
な
ぜ
、
６
年
生
に
な
る
子
ど
も
が
一
律

に
不
可
な
の
か
？ 

も
っ
と
以
前
に
〈
せ
め

て
一
年
前
に
〉
状
況
を
つ
か
ん
で
お
か
な
か

っ
た
の
か
。
子
ど
も
達
が
放
課
後
も
過
ご
せ

る
場
所
が
あ
る
か
ら
、
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
る
。
そ
れ
で
こ
そ
子
育
て
支
援
の
町
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。
せ
め
て
、
長
期
の
休

み
、
子
ど
も
達
を
受
け
入
れ
る
場
所
を
考
え

て
欲
し
い
。 

（
答 

弁
）
災
害
発
生
防
止
に
つ
い
て
は
。

関
係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
町
の
開
発
指
導

要
綱
に
於
い
て
徹
底
的
に
指
導
し
て
い
き
ま

す
。
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

２０１８年度（Ｈ３０）一般会計予算 

歳入・歳出 ４０億２９９０万円（前年比１．１％減） 

歳入の特徴 

☆ 町 民  税  4億 5294万円（個人 3億 8245万円 法人 7049万円） 

☆ 固定資産税 4億９800 万円   ☆ 地方交付税  13億 7356万円 

歳出の特徴 

 〇移住・定住の促進（新規事業）空き店舗 補助金・お試し居住等 2001万円 

 〇旧日野沢小解体工事 3313万円    〇学童保育所サポート 1440万円 

 〇放課後子ども教室の実施 681万円 

 〇老人福祉センター長生荘風呂改修工事 1425万円 


